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山

海

里

ま
ち
の

話
題

か
い

さ
ん

り

南
越
前
町
交
通
安
全
祈
願
祭

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
決
意
新
た
に

　

越
前
交
通
安
全
協
会
南
越
前
支
部
が
１
月
７
日
、

清
水
区
の
熊
野
神
社
で
交
通
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま

し
た
。
池
端
支
部
長
や
川
野
町
長
、
丸
岡
町
議
会
議

長
、
山
口
越
前
警
察
署
長
、
町
交
通
指
導
員
な
ど
交

通
安
全
団
体
関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席
。
玉
串
を
さ

さ
げ
る
な
ど
し
て
、
今
年
１
年
間
の
交
通
安
全
と
交

通
事
故
ゼ
ロ
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

池
端
支
部
長
は
「
昨
年
は
町
内
で
３
人
が
交
通
事

故
の
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
ゼ
ロ
と
安
全

で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
ら
は
交
通

安
全
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

野
菜
工
房
オ
ー
プ
ン
式

“
洗
わ
ず
、
甘
い
、
あ
ん
し
ん
野
菜
”

　

12
月
18
日
、
㈱
野
菜
工
房
福
井
南
越
前
工
場
（
本

社
埼
玉
県
秩
父
市
）
の
オ
ー
プ
ン
式
が
開
か
れ
、
川

野
町
長
や
県
、
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
な
ど
の
関
係
者
ら

約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

工
場
は
、
西
大
道
区
に
あ
る
空
き
工
場
を
活
用
し

た
も
の
で
、
県
や
町
の
補
助
制
度
を
利
用
し
て
の
進

出
。
太
陽
光
を
遮
断
し
、
蛍
光
灯
を
光
源
に
、
肥
料

を
含
ん
だ
溶
液
を
噴
霧
し
て
レ
タ
ス
な
ど
の
葉
物
野

菜
を
通
年
栽
培
す
る
。
川
野
町
長
は
「
今
後
ま
す
ま

す
の
需
要
拡
大
と
雇
用
の
創
出
を
期
待
し
た
い
」
と

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

南
越
前
町
消
防
出
初
式

気
持
ち
新
た
に
防
火
の
士
気
高
め

　

南
越
消
防
組
合
南
越
前
町
消
防
出
初
式
が
１
月
14

日
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド
南
条
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
南
越
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防

長
を
は
じ
め
南
越
消
防
署
員
や
南
越
前
消
防
団
員
ら

合
わ
せ
て
約
１
４
０
人
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
小

型
ポ
ン
プ
積
載
車
な
ど
車
両
15
台
が
出
動
。

　

南
条
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
の
式
典
後
、
ウ
ォ

ー
タ
ー
ラ
ン
ド
南
条
イ
ベ
ン
ト
広
場
へ
移
動
。
み
ぞ

れ
の
降
る
中
、
防
火
衣
、
防
火
帽
に
身
を
包
ん
だ
団

員
ら
が
今
年
１
年
の
無
火
災
を
願
っ
て
一
斉
放
水
。

空
に
は
14
本
の
力
強
い
水
の
ア
ー
チ
が
描
か
れ
ま
し

た
。

第
38
回
水
仙
ま
つ
り
荒
波
フ
ェ
ス
タ

越
前
水
仙
笑
顔
添
え

　

第
38
回
水
仙
ま
つ
り
荒
波
フ
ェ
ス
タ
が
１
月
12
日
、

13
日
の
両
日
、
河
野
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
で
開
か
れ
、

約
２
５
、０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
約
20
の
模
擬

店
が
立
ち
並
ぶ
「
荒
波
屋
台
村
」
で
は
、
新
鮮
な
魚

介
類
が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
セ
イ
コ
ガ
ニ
が
丸
ご
と

１
匹
入
っ
た
セ
イ
コ
ガ
ニ
鍋
な
ど
が
人
気
を
集
め
、

お
い
し
そ
う
な
に
お
い
に
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
た
家
族

連
れ
ら
が
海
の
幸
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
間
で
１
、２
０
０
束
を
配
っ
た
水
仙

の
無
料
配
布
に
は
、
開
始
前
か
ら
行
列
が
で
き
、
３

人
の
水
仙
娘
が
「
越
前
水
仙
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
な
ど
と
笑
顔
で
声
を
か
け
な
が
ら
、
香

り
立
つ
水
仙
を
手
渡
し
ま
し
た
。


